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安全･安心･新鮮でおいしい
静岡県産の農畜産物をお届けします。

5経済連情報

本会ボトル缶ブランド茶飲料がリニューアル！
静岡茶「揉一ひとえ」の新発売について

▲静岡茶市場での新茶初取引で挨拶する河原﨑会長

▲静岡茶「揉一ひとえ」ボトル缶飲料が新発売
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m a i n
top i c s
メイントピックス

本
会
ボ
ト
ル
缶
ブ
ラ
ン
ド
茶
飲
料
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

　
　
　
静
岡
茶
「
揉一ひ
と
え
」
の
新
発
売
に
つ
い
て

各
産
地
の
地
元
の
Ｊ
Ａ
で
仕
上
げ
ら
れ
た

お
茶
の
特
徴
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
産

地
そ
れ
ぞ
れ
の
「
い
い
と
こ
ろ
」
を
ブ
レ

ン
ド
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
作
ら
れ
た

原
料
茶
葉
を
使
用
し
て
ボ
ト
ル
缶
「
揉
一

ひ
と
え
」
は
製
造
さ
れ
ま
す
。

２
．
抽
出
方
法
の
こ
だ
わ
り

従
来
品（
静
岡
茶
ゆ
っ
た
り
２
９
０
ｇ
）

と
比
べ
、
低
温
で
時
間
を
か
け
て
お
茶
を

抽
出
す
る
こ
と
で
、
お
茶
の
甘
み
・
旨
み

を
引
き
出
し
、
渋
み
を
少
な
く
し
ま
し
た
。

茶
葉
の
組
み
合
わ
せ
や
抽
出
時
間
、
抽
出

温
度
な
ど
20
種
類
以
上
を
試
作
し
ま
し
た
。

ま
し
た
。
ボ
ト
ル
缶
「
揉
一
ひ
と
え
」
の

商
品
開
発
の
こ
だ
わ
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
　
原
料
茶
葉
の
こ
だ
わ
り

ボ
ト
ル
缶
「
揉
一
ひ
と
え
」
で
は
「
揉

一
ひ
と
え
」
規
格
に
合
っ
た
原
料
茶
葉
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
収
穫
さ
れ
た
茶
葉
は

製
茶
工
場
に
持
ち
込
ま
れ
、
青
臭
さ
を
取

り
、
揉
み
や
す
く
す
る
た
め
に
蒸
さ
れ
ま

す
。そ
の
後
、水
分
を
取
り
除
い
て
葉
の
形

を
整
え
る
た
め
の
「
揉
み
」
を
経
て
、
作

ら
れ
た
「
荒
茶
」
を
乾
燥
・
選
別
し
、
味

と
香
り
を
整
え
る
た
め
に
葉
や
茎
な
ど
を

ブ
レ
ン
ド
し
て
「
仕
上
茶
」
と
な
り
ま
す
。

Ⅰ
は
じ
め
に

生
活
葬
祭
課
は
、
ボ
ト
ル
缶
タ
イ
プ
の

ブ
ラ
ン
ド
茶
飲
料
の
新
商
品
「
静
岡
茶
揉

一
ひ
と
え
」（
３
０
０
ｇ
）
を
４
月
よ
り
発

売
し
ま
し
た
。「
揉
一
ひ
と
え
」は
Ｊ
Ａ
静

岡
経
済
連
が
商
標
登
録
す
る
静
岡
県
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
の
ブ
ラ
ン
ド
茶
で
、
県
内
11
の

茶
産
地
の
茶
葉
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
こ
だ
わ

り
の
「
静
岡
茶
」
で
す
。

本
会
は
こ
れ
ま
で
に
リ
ー
フ
タ
イ
プ
の

「
山
育
ち
・
里
育
ち
」、
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
タ

イ
プ
の
「
つ
ゆ
ひ
か
り
ブ
レ
ン
ド
」
な
ど

の
「
揉
一
ひ
と
え
」
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
販

売
し
て
き
ま
し
た
が
、
飲
料
商
品
と
し
て

は
初
め
て
の
発
売
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
メ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
新
商

品
の
静
岡
茶
「
揉
一
ひ
と
え
」
に
つ
い
て

詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ⅱ　
４
つ
の
こ
だ
わ
り
ポ
イ
ン
ト

「
揉
一
ひ
と
え
」は
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な

特
徴
を
も
つ
産
地
か
ら
選
び
抜
か
れ
た
茶

葉
の
最
適
な
ブ
レ
ン
ド
に
よ
っ
て
生
ま
れ

▲ボトル缶デザインの平面図
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main topics

揉一ひとえ原料に変更、静岡を代表する
静岡茶に煎茶抹入りでよりお茶の味わいを
感じる低温抽出により「旨み」「香り」を出しつつ
後味の渋みを軽くしました

旨み 

リニューアルのポイント
ボトル缶１ 

２

従来品290gから300ｇに変更し、広口キャップを採用

中 　 身

香り 渋み ★★★ ★☆☆ ★★★

Ⅲ　
商
品
開
発
の
あ
ゆ
み

今
回
の
商
品
開
発
で
は
、
味
や
ボ
ト
ル

缶
デ
ザ
イ
ン
を
決
め
る
た
め
に
、
職
員
に

よ
る
検
討
会
や
複
数
社
参
加
の
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
ペ
を
開
催
し
ま
し
た
。

味
に
つ
い
て
は
本
会
職
員
が
飲
み
比
べ

を
行
い
、
渋
み
や
甘
み
の
バ
ラ
ン
ス
と
香

り
な
ど
を
評
価
し
ま
し
た
。

ボ
ト
ル
缶
デ
ザ
イ
ン
は
、
コ
ン
ペ
形
式

で
複
数
社
が
プ
レ
ゼ
ン
を
実
施
し
、
職
員

に
よ
る
コ
ン
セ
プ
ト
や
ス
ト
ー
リ
ー
性
の

審
査
、
投
票
を
経
て
今
回
の
デ
ザ
イ
ン
案

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

Ⅳ　
お
わ
り
に

今
回
の
メ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、
静

岡
茶
「
揉
一
ひ
と
え
」
の
新
商
品
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
し
た
。
生
活
葬
祭
課
で
は
、

ボ
ト
ル
缶
「
揉
一
ひ
と
え
」
の
今
後
の
展

望
と
し
て
、
県
内
Ｊ
Ａ
を
通
じ
て
の
販
売

を
始
め
、
静
岡
茶
消
費
宣
伝
の
た
め
、
県

外
へ
の
販
売
先
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、

海
外
へ
の
販
路
拡
大
に
も
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
ま
た
、
Ｅ
コ
マ
ー
ス
で
の
販
売

拡
大
と
し
て
「
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン　

し
ず
お
か

『
手
し
お
屋
』」で
販
売
し
て
い
る
ほ
か
、ふ

る
さ
と
納
税
返
礼
品
と
し
て
も
取
り
扱
い

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
て
新
発
売
と
な
っ
た
ボ
ト
ル
缶
「
揉
一

ひ
と
え
」
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

使
用
さ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｔ
Ｆ
コ
ー
ド
を
本
会

飲
料
で
は
初
め
て
記
載
し
て
い
ま
す
。

４
　
ボ
ト
ル
缶
の
こ
だ
わ
り

お
茶
の
香
り
を
よ
り
一
層
楽
し
め
る
よ

う
、
キ
ャ
ッ
プ
を
広
口
に
し
ま
し
た
。
主

に
冬
期
の
販
売
を
想
定
し
ホ
ッ
ト
で
の
販

売
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

遮
光
性
・
酸
素
不
透
過
性
に
優
れ
た
ア

ル
ミ
缶
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
お
茶
が

も
つ
「
味
」、「
香
り
」、「
色
」
の
保
存
性

に
適
し
て
い
ま
す
。

３
　
デ
ザ
イ
ン
の
こ
だ
わ
り

デ
ザ
イ
ン
は
、「
揉
一
ひ
と
え
」
の
名
前

の
由
来
に
も
な
っ
た
「
十
二
単
（
じ
ゅ
う

に
ひ
と
え
）」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
茶
畑
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
緑
色

の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
、「
静
岡
」
を
象
徴
す

る
富
士
山
の
シ
ル
エ
ッ
ト
を
配
し
、「
上

質
」
で
「
静
岡
ら
し
さ
」
を
表
現
し
ま
し

た
。
ま
た
、
海
外
へ
の
輸
出
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
に
一
部
英
語
表
記
を
行
い
ま
し

た
。商

品
を
梱
包
す
る
段
ボ
ー
ル
（
カ
ー
ト

ン
）
に
は
、
揉
一
ひ
と
え
の
モ
チ
ー
フ
と

な
っ
た
十
二
単
の
衿
（
え
り
）
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
斜
め
の
線
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。

箱
の
側
面
に
は
物
流
業
界
で
は
標
準
的
に

その他「揉一ひとえ」商品LINE UP

▲「揉一ひとえ」のカートン

▲購入はこちらから

▲特設サイトはこちら
山・里セット つゆひかりブレンド 粉末茶 富士山そだち

問
い
合
わ
せ
先

・・
く
ら
し
支
援
部
　
生
活
葬
祭
課

電
話
：
０
５
４
―
２
８
４
―
９
７
４
０
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top i c s & ne w s

４
月
18
日
、
静
岡
市
葵
区
の
㈱
静
岡
茶

市
場
で
、
令
和
７
年
度
の
新
茶
初
取
引
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
茶
の
生
育
状

況
に
合
わ
せ
て
初
取
引
を
実
施
し
、
同
日

の
県
内
産
荒
茶
の
取
扱
数
量
は
、
525,5
キ
ロ

グ
ラ
ム
で
前
年
度
を
上
回
り
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
同
市
場
の
内
野
泰
秀
社
長

が
挨
拶
し
、
次
い
で
、
平
木
省
静
岡
県
副

知
事
と
難
波
喬
司
静
岡
市
長
、
静
岡
県
茶

商
工
業
協
同
組
合
の
長
瀬
隆
理
事
長
が
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
生
産
者
を
代
表
し
挨

拶
し
た
河
原
﨑
友
二
経
営
管
理
委
員
会
会

長
は
、「
各
地
区
で
新
芽
の
生
育
は
順
調

で
、
最
高
の
品
質
が
期
待
で
き
る
。
静
岡

県
茶
業
の
再
生
に
向
け
て
明
る
い
年
に
な

る
よ
う
期
待
し
て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
来
年
度
の
「
電
子
入
札
」
導
入

に
向
け
て
今
年
度
は
、
出
荷
者
が
最
低
価

格
を
決
め
る
「
入
札
取
引
」
を
試
験
的
に

導
入
し
、
６
点
中
２
点
が
落
札
さ
れ
ま
し

た
。
同
市
場
の
内
野
泰
秀
社
長
は
「
入
札

取
引
は
、
生
産
者
と
茶
商
双
方
に
と
っ
て

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
シ
ス
テ
ム
。
美
味
し
い

お
茶
を
適
正
価
格
で
購
入
し
て
ほ
し
い
」

と
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

県
内
茶
初
日
の
出
品
点
数
は
30
点
と
昨

年
の
８
点
よ
り
も
多
く
、
平
均
単
価
は

1
万
９
８
６
円
で
し
た
。
最
高
値
は
Ｊ
Ａ

し
み
ず
・
両
河
内
茶
業
会
が
出
品
し
た
ブ

ラ
ン
ド
茶
「
高
嶺
の
香
（
は
な
）」
で
、キ

ロ
グ
ラ
ム
単
価
88
万
円
で
取
引
さ
れ
ま
し

た
。会

場
で
は
、物
販
や
手
も
み
の
実
演
、餅

ま
き
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
大
い

に
賑
わ
い
ま
し
た
。

本
会
は
３
月
27
日
、県
農
業
会
館
で「
静

岡
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
臨
時
総

会
」
を
開
き
、
県
内
Ｊ
Ａ
の
組
合
長
や
関

係
者
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
河
原
﨑
友
二
経
営
管
理
委

員
会
会
長
よ
り
、
挨
拶
が
行
わ
れ
、
議
事

で
は
決
議
事
項
と
し
て
石
川
和
弘
代
表
理

事
理
事
長
よ
り
Ｊ
Ａ
静
岡
経
済
連
３
か
年

計
画
の
設
定
な
ど
に
つ
い
て
上
程
し
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

新
茶
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け

令
和
7
年
度
静
岡
茶
初
取
引

J
A
静
岡
経
済
連
３
か
年
計
画
を
決
定

静
岡
県
経
済
農
業
協
同

組
合
連
合
会
臨
時
総
会

▲初取引で初めて行われた入札取引のようす

▲取引成立の「手合わせ」をする関係者

▲取引のようす▲最高値を付けたJAしみず「高嶺の香（はな）」 ▲手もみの実演

▲決議事項の説明をする石川理事長 ▲挨拶をする河原﨑会長
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TOPICS & NEWS

（
公
社
）静
岡
県
茶
業
会
議
所
と
茶
業
課

は
3
月
４
日
、
県
農
業
会
館
で
令
和
６
年

度
静
岡
県
農
協
茶
業
者
集
会
を
開
き
、
県

内
の
茶
生
産
者
、
Ｊ
Ａ
関
係
者
ら
３
０
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
、「
次
代
へ
つ
な
ぐ
静
岡
茶
〜

持
続
可
能
な
茶
業
の
実
践
〜
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
、
変
化
す
る
茶
業
情
勢
へ
の

対
応
を
テ
ー
マ
に
記
念
講
演
を
行
い
ま
し

た
。
県
お
茶
振
興
課
の
佐
田
康
稔
課
長
は
、

緑
茶
の
輸
出
と
国
内
消
費
の
動
向
に
つ
い

て
説
明
。
海
外
で
高
ま
る
茶
の
需
要
に
応

じ
、
輸
出
に
適
す
る
品
種
や
栽
培
体
系
へ

の
転
換
に
係
る
費
用
の
助
成
や
輸
出
生
産

拠
点
へ
の
支
援
で
生
産
体
制
を
強
化
す
る

方
針
を
示
し
ま
し
た
。

本
会
か
ら
は
、
令
和
６
年
産
か
ら
取
り

組
む
「
Ｊ
Ａ
静
岡
茶
産
地
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
」
の
実
施
状
況
や
今
後
の
計
画
に
つ
い

て
報
告
。
令
和
７
年
度
は
Ｊ
リ
ー
グ
な
ど

の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ

活
動
を
展
開
し
、
静
岡
茶
の
消
費
拡
大
を

目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
本
県
茶
業
振
興
に
貢
献
し
た
茶

業
功
労
者
の
表
彰
も
行
い
ま
し
た
。
表
彰

者
は
表
の
と
お
り
（
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内

は
市
町
村
名
）。

静
岡
茶
の
生
産
体
制
強
化
へ

令
和
６
年
度
静
岡
県
農
協
茶
業
者
集
会

▲スローガンを唱和する出席者

▲表彰を受ける茶業功労者

▲茶園で調査する関係者ら

▲熱中症対策会議のようす

県
と
県
内
Ｊ
Ａ
、
茶
業
課
は
４
月
17
日
、

県
内
13
カ
所
で
一
番
茶
の
定
点
・
定
期
生

育
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
一
番
茶
の
本
格

的
な
生
産
期
を
前
に
、
各
茶
園
の
新
芽
の

数
や
長
さ
、
開
葉
数
、
病
害
虫
と
気
象
災

害
の
発
生
状
況
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
４
月
上
旬
に
昼

夜
の
寒
暖
差
が
あ
り
、
新
芽
の
生
育
は
や

や
遅
れ
た
も
の
の
、
適
度
な
降
雨
に
恵
ま

れ
、生
育
は
良
好
。摘
採
時
期
は
前
年
よ
り

１
〜
２
日
程
度
遅
れ
る
見
込
み
で
、
盛
期

は
平
坦
地
で
４
月
29
日
〜
５
月
６
日
、
山

間
地
で
５
月
４
日
〜
11
日
の
予
想
と
な
り

ま
し
た
。
病
害
虫
の
発
生
は
全
体
的
に
少

な
く
、
生
育
に
影
響
を
及
ぼ
す
気
象
災
害

は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

茶
業
課
は
「
需
要
に
応
じ
た
良
質
茶
生

産
に
向
け
、
計
画
的
な
摘
採
に
努
め
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

生
活
葬
祭
課
は
３
月
７
日
、
静
岡
市
役

所
で
「
静
岡
市
熱
中
症
対
策
会
議
」（
主

催
：
静
岡
市
環
境
局
Ｇ
Ｘ
推
進
課
）
に
参

加
し
ま
し
た
。

会
議
の
中
で
は
、
静
岡
県
の
熱
中
症
発

生
状
況
や
対
策
取
組
事
例
の
紹
介
、
市
と

各
団
体
と
の
具
体
的
な
連
携
活
動
の
プ
ラ

ン
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
会
は
、
熱
中
症
対
策
講
座
の
実
施
な

ど
を
通
じ
た
農
業
従
事
者
へ
の
情
報
発
信

の
取
組
実
施
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

良
質
茶
の
計
画
生
産
を

一
番
茶
定
点
定
期
生
育
調
査

熱
中
症
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

静
岡
市
熱
中
症
対
策
会
議

茶
業
功
労
者

・
鈴
木
英
光
（
富
士
宮
市
）

・
清
水
お
茶
の
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会

　
（
静
岡
市
清
水
区
）

・
海
野
博
次
（
静
岡
市
葵
区
）

・
相
藤
令
治
（
川
根
本
町
）

・
大
石
直
司
（
牧
之
原
市
）

・
角
皆
春
久
（
掛
川
市
）

・
永
田
茂
司
（
菊
川
市
）

・
農
事
組
合
法
人
は
る
の
逸
究
園

　
（
浜
松
市
天
竜
区
）

Keizairen ┃  0304  ┃ Keizairen



top i c s & ne w s

県
酒
造
組
合
、
県
、
本
会
な
ど
で
構
成

す
る
静
岡
県
誉
富
士
普
及
推
進
協
議
会
は

４
月
11
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヒ
ル
ズ
静
岡

で
「
誉
富
士
交
流
会
２
０
２
５
」
を
開
き
、

酒
米
生
産
者
や
県
内
酒
蔵
、
Ｊ
Ａ
な
ど
か

ら
関
係
者
約
70
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
県

産
の
ブ
ラ
ン
ド
酒
米
「
令
和
誉
富
士
」
の

生
産
、
流
通
、
販
売
な
ど
に
携
わ
る
関
係

者
の
連
携
を
強
化
し
、
普
及
拡
大
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

本
会
は
３
月
23
日
、
岐
阜
県
関
市
の
グ

リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
中
池
で
開
催
し
た

「
Ｊ
Ａ
全
農
杯
全
国
小
学
生
選
抜
サ
ッ
カ

ー
大
会
Ｉ
Ｎ
東
海
」
に
協
賛
し
ま
し
た
。

参
加
８
チ
ー
ム
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
に

よ
り
優
勝
を
競
い
、
決
勝
は
名
古
屋
グ
ラ

ン
パ
ス
Ｕ-

12
（
愛
知
）
が
名
東
ク
ラ
ブ

（
愛
知
）
に
勝
利
し
、優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。
決
勝
戦
を
戦
っ
た
２
チ
ー
ム
は
、
５

月
３
〜
５
日
に
神
奈
川
県
横
浜
市
で
行
わ

れ
た
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

本
会
か
ら
参
加
チ
ー
ム
へ
の
副
賞
と
し

て
、静
岡
い
ち
ご
「
き
ら
ぴ
香
」
を
優
勝
・

準
優
勝
チ
ー
ム
へ
、「
紅
ほ
っ
ぺ
」
を
３

位
・
４
位
の
チ
ー
ム
へ
、
飲
料
「
果
実
の

交
流
会
は
２
部
構
成
で
行
い
、
第
１
部

で
は
県
農
林
技
術
研
究
所
が
令
和
誉
富
士

の
反
収
向
上
策
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
ま

し
た
。
も
み
枯
細
菌
病
や
イ
ネ
カ
メ
ム
シ

に
よ
る
不
稔
や
高
温
に
よ
る
屑
米
の
発
生

を
課
題
に
挙
げ
、
肥
料
量
や
施
用
時
期
の

変
更
に
よ
る
対
策
を
説
明
し
ま
し
た
。
ま

た
、
県
沼
津
工
業
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

「
令
和
誉
富
士
」の
醸
造
適
正
と
酒
米
の
品

質
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
、
参
加
者
が
「
令
和
誉
富

士
」
で
仕
込
ん
だ
県
内
24
蔵
の
日
本
酒
を

食
事
と
と
も
に
味
わ
い
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

県
産
酒
米
の
普
及
拡
大
へ

誉
富
士
交
流
会

サ
ッ
カ
ー
少
年
少
女
を
食
で
応
援

J
A
全
農
杯
全
国
小
学
生
選
抜
サ
ッ
カ
ー
大
会
I
N
東
海

▲準優勝の名東クラブ

▲挨拶する長橋隆史くらし支援部長

▲講演を聞く参加者ら

▲優勝した名古屋グランパスU-12

香
り
ぎ
ゅ
っ
と
み
か
ん
」
を
参
加
者
へ
提

供
し
ま
し
た
。
未
来
の
サ
ッ
カ
ー
界
を
担

う
出
場
選
手
た
ち
を
静
岡
県
産
農
産
物
で

応
援
し
ま
し
た
。
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産
地
直
送
通
販
サ
イ
ト「
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
」

が
提
供
す
る
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
番
組
「
ゆ

る
ふ
わ
た
い
む
」
で
本
会
シ
ョ
ッ
プ
「
し

ず
お
か
『
手
し
お
屋
』」
の
商
品
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。「
ゆ
る
ふ
わ
た
い
む
」
は
、Ｊ

Ａ
タ
ウ
ン
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の

秋
元
真
夏
さ
ん
が
Ｍ
Ｃ
を
務
め
、
食
と
農

の
魅
力
を
発
信
す
る
番
組
で
、
毎
週
火
・

金
曜
日
に
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

番
組
で
は
、
茶
摘
み
体
験
や
、
飲
み
比

べ
な
ど
を
行
い
、「
静
岡
茶
揉
一
ひ
と
え
」

の
リ
ー
フ
茶
や
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
商
品
の
紹

介
を
通
じ
て
新
茶
期
を
迎
え
る
静
岡
茶
の

魅
力
を
発
信
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
会
直

営
焼
肉
店
「
駿
府
の
肉
処
静
岡
そ
だ
ち
」

で
開
発
中
の
メ
ニ
ュ
ー
の
試
食
な
ど
も
行

い
ま
し
た
。

秋
元
真
夏
さ
ん
が
県
産
農
畜
産
物
の
魅
力
を
発
信

「
ゆ
る
ふ
わ
た
い
む
」で
静
岡
茶
を
P
R

▲本会ブランド商品を紹介する秋元さん

▲静岡そだちのメニュー紹介
▲番組視聴は
　こちら

▲「しずおか
　『手しお屋』」
　はこちら

▲生産者ほ場での茶摘み体験のようす

県
や
県
内
Ｊ
Ａ
、
本
会
な
ど
で
構
成
す

る
静
岡
県
産
牛
肉
普
及
推
進
協
議
会
は
４

月
14
日
、
浜
松
市
中
央
区
の
浜
松
市
食
肉

地
方
卸
売
市
場
で
、「
第
９
回
し
ず
お
か
和

牛
枝
肉
共
励
会
」
を
開
き
ま
し
た
。

共
励
会
で
は
、
和
牛
雌
14
頭
、
和
牛
去

勢
５
頭
の
計
19
頭
が
出
品
さ
れ
、
最
優
秀

賞
は
Ｊ
Ａ
と
ぴ
あ
浜
松
の
関
泰
二
郎
さ
ん

が
受
賞
し
ま
し
た
。

審
査
し
た（
公
社
）日
本
食
肉
格
付
協
会

の
鳥
淵
賢
二
郎
東
海
北
陸
支
所
長
は
「
最

優
秀
賞
の
枝
肉
は
、
厚
み
が
あ
り
、
ロ
ー

ス
芯
が
丸
く
大
き
く
、
バ
ラ
も
厚
く
、
非

常
に
肉
質
が
優
れ
て
い
た
。
全
体
と
し
て

も
生
産
者
が
肥
育
技
術
の
向
上
と
ブ
ラ
ン

ド
強
化
に
取
り
組
み
、
良
い
和
牛
が
揃
っ

た
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）

本
会
は
４
月
１
日
、
県
農
業
会
館
で
令

和
７
年
度
入
会
式
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
総
合
職
11
名
、
専
任
職
３

名
の
計
14
名
を
新
入
職
員
と
し
て
迎
え
ま

し
た
。

石
川
和
弘
代
表
理
事
理
事
長
か
ら
辞
令

を
受
け
取
っ
た
新
入
職
員
は
、
一
人
ず
つ

決
意
表
明
を
し
ま
し
た
。

新
入
職
員
一
同
、
Ｊ
Ａ
や
関
係
先
の
皆

様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

県
産
和
牛
の
品
質
を
確
認

第
9
回
し
ず
お
か
和
牛
枝
肉

共
励
会
を
開
催

新
入
職
員
14
名
が
仲
間
入
り

令
和
7
年
度

Ｊ
Ａ
静
岡
経
済
連
入
会
式

入
賞
者

最
優
秀
賞

・
関　

泰
二
郎
（
Ｊ
Ａ
と
ぴ
あ
浜
松
）

優
秀
賞

・
㈱
遠
山
畜
産
（
Ｊ
Ａ
掛
川
市
）

・
秋
山　

茂
雄
（
Ｊ
Ａ
大
井
川
）

・
清
水　

義
雄
（
Ｊ
Ａ
遠
州
夢
咲
）
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▲傾斜地ミカンほ場でのドローン散布

▲農薬の付着具合
　上：手散布 下：ドローン散布（薬液の希釈倍数と散布液量が
　異なる。　成分としての付着量は同等）

す
。
今
回
、
散
布
さ
れ
た
農
薬
は
ド
ロ

す
。
今
回
、
散
布
さ
れ
た
農
薬
は
ド
ロ

ー
ン
の
プ
ロ
ぺ
ラ
が
起
こ
す
下
向
き
の

ー
ン
の
プ
ロ
ぺ
ラ
が
起
こ
す
下
向
き
の

風
（
ダ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
）
で
下
方
に

風
（
ダ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
）
で
下
方
に

押
し
付
け
ら
れ
る
た
め
、
ド
リ
フ
ト
が

押
し
付
け
ら
れ
る
た
め
、
ド
リ
フ
ト
が

非
常
に
少
な
い
こ
と
も
確
認
さ
れ
ま
し

非
常
に
少
な
い
こ
と
も
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
た
。

四四 

ド
ロ
ー
ン
散
布
の
普
及
に
向
け
て

ド
ロ
ー
ン
散
布
の
普
及
に
向
け
て

ド
ロ
ー
ン
散
布
は
、
ド
ロ
ー
ン
が
高

ド
ロ
ー
ン
散
布
は
、
ド
ロ
ー
ン
が
高

価
で
あ
る
こ
と
、
運
用
に
特
別
な
免
許

価
で
あ
る
こ
と
、
運
用
に
特
別
な
免
許

が
必
要
な
こ
と
な
ど
か
ら
、
農
家
が
そ

が
必
要
な
こ
と
な
ど
か
ら
、
農
家
が
そ

れ
ぞ
れ
ド
ロ
ー
ン
を
所
有
す
る
こ
と
は

れ
ぞ
れ
ド
ロ
ー
ン
を
所
有
す
る
こ
と
は

現
実
的
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
先

現
実
的
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
先

行
し
て
い
る
水
稲
で
は
、
請
負
業
者
が

行
し
て
い
る
水
稲
で
は
、
請
負
業
者
が

農
家
の
委
託
を
受
け
て
散
布
を
代
行
し

農
家
の
委
託
を
受
け
て
散
布
を
代
行
し

た
り
、
グ
ル
ー
プ
で
運
用
し
て
い
る
例

た
り
、
グ
ル
ー
プ
で
運
用
し
て
い
る
例

が
あ
る
よ
う
で
す
。

が
あ
る
よ
う
で
す
。

ミ
カ
ン
ほ
場
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
導

ミ
カ
ン
ほ
場
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
導

入
に
先
立
ち
、
運
用
の
仕
組
み
作
り
や
、

入
に
先
立
ち
、
運
用
の
仕
組
み
作
り
や
、

防
除
効
果
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ

防
除
効
果
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ

う
、
間
伐
や
剪
定
な
ど
の
ほ
場
の
改
良
、

う
、
間
伐
や
剪
定
な
ど
の
ほ
場
の
改
良
、

防
風
樹
や
周
辺
の
樹
木
の
管
理
等
の
対

防
風
樹
や
周
辺
の
樹
木
の
管
理
等
の
対

応
が
必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

応
が
必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

（
生
産
振
興
開
発
課

（
生
産
振
興
開
発
課 

技
術
コ
ン
サ
ル
タ

技
術
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト　

市
川
健
）

ン
ト　

市
川
健
）

ミ
カ
ン
ほ
場
で
の
ド
ロ
ー
ン

ミ
カ
ン
ほ
場
で
の
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
農
薬
散
布

に
よ
る
農
薬
散
布

一一 
ス
マ
ー
ト
農
業
と
ド
ロ
ー
ン

ス
マ
ー
ト
農
業
と
ド
ロ
ー
ン

Ｉ
Ｔ
化
や
Ａ
Ｉ
化
と
い
っ
た
言
葉
で

Ｉ
Ｔ
化
や
Ａ
Ｉ
化
と
い
っ
た
言
葉
で

表
さ
れ
る
先
端
技
術
の
普
及
に
よ
り
、

表
さ
れ
る
先
端
技
術
の
普
及
に
よ
り
、

私
た
ち
の
生
活
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ

私
た
ち
の
生
活
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
農
業
分
野
で
も
そ
の
よ
う

あ
り
ま
す
。
農
業
分
野
で
も
そ
の
よ
う

な
波
は
押
し
寄
せ
て
い
て
、
農
作
業
を

な
波
は
押
し
寄
せ
て
い
て
、
農
作
業
を

行
う
機
械
や
、
そ
の
運
用
方
法
の
進
化

行
う
機
械
や
、
そ
の
運
用
方
法
の
進
化

に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

進
化
し
た
機
械
と
Ｉ
Ｔ
技
術
を
合
わ
せ

進
化
し
た
機
械
と
Ｉ
Ｔ
技
術
を
合
わ
せ

た
、
高
能
率
な
農
業
の
方
法
を
ス
マ
ー

た
、
高
能
率
な
農
業
の
方
法
を
ス
マ
ー

ト
農
業
と
い
い
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
振

ト
農
業
と
い
い
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
振

興
に
は
国
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

興
に
は
国
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
農
業
で
あ
っ
て
も
農
作
物

ス
マ
ー
ト
農
業
で
あ
っ
て
も
農
作
物

の
栽
培
の
基
本
は
変
わ
ら
ず
、
病
害
虫

の
栽
培
の
基
本
は
変
わ
ら
ず
、
病
害
虫

は
今
ま
で
と
同
様
に
発
生
し
ま
す
。
病

は
今
ま
で
と
同
様
に
発
生
し
ま
す
。
病

害
虫
の
防
除
手
段
と
し
て
最
も
一
般
的

害
虫
の
防
除
手
段
と
し
て
最
も
一
般
的

な
農
薬
の
散
布
は
、
従
来
は
動
力
噴
霧

な
農
薬
の
散
布
は
、
従
来
は
動
力
噴
霧

器
に
よ
り
農
家
が
ほ
場
内
で
散
布
す
る

器
に
よ
り
農
家
が
ほ
場
内
で
散
布
す
る

の
が
中
心
で
し
た
。
近
年
水
稲
を
中
心

の
が
中
心
で
し
た
。
近
年
水
稲
を
中
心

に
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
農
薬
散
布
が
急
速

に
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
農
薬
散
布
が
急
速

に
普
及
し
て
い
ま
す
。

に
普
及
し
て
い
ま
す
。

二二 

果
樹
栽
培
で
の
ド
ロ
ー
ン
散
布

果
樹
栽
培
で
の
ド
ロ
ー
ン
散
布

ミ
カ
ン
ほ
場
で
は
、
急
傾
斜
地
で
の

ミ
カ
ン
ほ
場
で
は
、
急
傾
斜
地
で
の

動
力
噴
霧
器
に
よ
る
散
布
労
力
の
負
担

動
力
噴
霧
器
に
よ
る
散
布
労
力
の
負
担

三三 

ド
ロ
ー
ン
散
布
の
現
地
実
証
試
験

ド
ロ
ー
ン
散
布
の
現
地
実
証
試
験

沼
津
市
西
浦
地
区
の
ミ
カ
ン
ほ
場
で

沼
津
市
西
浦
地
区
の
ミ
カ
ン
ほ
場
で

は
Ｊ
Ａ
が
２
０
２
４
年
か
ら
、
年
間
を

は
Ｊ
Ａ
が
２
０
２
４
年
か
ら
、
年
間
を

通
じ
て
ド
ロ
ー
ン
の
み
で
防
除
を
行
う

通
じ
て
ド
ロ
ー
ン
の
み
で
防
除
を
行
う

ド
ロ
ー
ン
散
布
区
と
、
従
来
法
の
手
散

ド
ロ
ー
ン
散
布
区
と
、
従
来
法
の
手
散

布
を
行
う
区
を
設
け
比
較
し
て
い
ま
す
。

布
を
行
う
区
を
設
け
比
較
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
の
結
果
か
ら
、
①
ド
ロ

２
０
２
４
年
の
結
果
か
ら
、
①
ド
ロ

ー
ン
散
布
の
能
率
は
非
常
に
高
い
、
②

ー
ン
散
布
の
能
率
は
非
常
に
高
い
、
②

ミ
カ
ン
樹
や
枝
が
込
み
合
っ
て
い
る
と

ミ
カ
ン
樹
や
枝
が
込
み
合
っ
て
い
る
と

農
薬
の
か
か
り
方
が
不
十
分
、
③
ほ
場

農
薬
の
か
か
り
方
が
不
十
分
、
③
ほ
場

周
囲
の
高
木
や
管
理
不
十
分
の
防
風
垣

周
囲
の
高
木
や
管
理
不
十
分
の
防
風
垣

な
ど
に
ド
ロ
ー
ン
の
安
全
装
置
が
反
応

な
ど
に
ド
ロ
ー
ン
の
安
全
装
置
が
反
応

し
て
散
布
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
、
な

し
て
散
布
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
、
な

ど
の
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
防
除
効

ど
の
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
防
除
効

果
は
同
等
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

果
は
同
等
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

ド
ロ
ー
ン
は
上
空
よ
り
散
布
す
る
た

ド
ロ
ー
ン
は
上
空
よ
り
散
布
す
る
た

め
、
ド
リ
フ
ト
（
散
布
し
た
農
薬
の

め
、
ド
リ
フ
ト
（
散
布
し
た
農
薬
の

ほ
場
外
へ
の
飛
散
）
が
心
配
さ
れ
ま

ほ
場
外
へ
の
飛
散
）
が
心
配
さ
れ
ま

が
大
き
く
、
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

が
大
き
く
、
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

近
年
は
Ｓ
Ｓ（
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
）

近
年
は
Ｓ
Ｓ（
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
）

が
普
及
し
て
き
ま
し
た
が
、
傾
斜
地
で

が
普
及
し
て
き
ま
し
た
が
、
傾
斜
地
で

は
対
応
が
困
難
で
、
ド
ロ
ー
ン
散
布
に

は
対
応
が
困
難
で
、
ド
ロ
ー
ン
散
布
に

注
目
が
集
ま
っ
て
お
り
、
各
地
で
実
用

注
目
が
集
ま
っ
て
お
り
、
各
地
で
実
用

化
を
に
ら
ん
だ
散
布
試
験
が
行
わ
れ
て

化
を
に
ら
ん
だ
散
布
試
験
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
散
布
は
、
動
力
噴
霧
器
に

ド
ロ
ー
ン
散
布
は
、
動
力
噴
霧
器
に

よ
る
散
布
と
比
べ
、
高
濃
度
に
希
釈
し

よ
る
散
布
と
比
べ
、
高
濃
度
に
希
釈
し

た
農
薬
を
少
量
散
布
す
る
（
濃
厚
少
量

た
農
薬
を
少
量
散
布
す
る
（
濃
厚
少
量

散
布
）
方
法
で
、
散
布
能
率
が
非
常
に

散
布
）
方
法
で
、
散
布
能
率
が
非
常
に

高
く
、
傾
斜
地
で
も
比
較
的
容
易
に
対

高
く
、
傾
斜
地
で
も
比
較
的
容
易
に
対

応
で
き
ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
ド
ロ

応
で
き
ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
ド
ロ

ー
ン
散
布
用
に
登
録
の
あ
る
農
薬
が
増

ー
ン
散
布
用
に
登
録
の
あ
る
農
薬
が
増

え
、
温
州
ミ
カ
ン
に
つ
い
て
い
え
ば
、

え
、
温
州
ミ
カ
ン
に
つ
い
て
い
え
ば
、

ド
ロ
ー
ン
散
布
だ
け
で
年
間
の
防
除
を

ド
ロ
ー
ン
散
布
だ
け
で
年
間
の
防
除
を

カ
バ
ー
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
ま

カ
バ
ー
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
ま

す
。
す
。

Keizairen ┃  0708  ┃ Keizairen



資産活用課から資産活用課からののお知らせお知らせ
担当　くらし支援部 資産活用課　054-284-9523

資産活用課からのお知らせ

新築とリフォームを対象とした4つの補助
事業により家庭部門の省エネ化を促進した住
宅省エネ2025がスタートしました。
（国土交通省、経済産業省、環境省）
○先進的窓リノベ2025事業
○給湯省エネ2025事業
○賃貸集合給湯省エネ2025事業
○子育てグリーン住宅支援事業
公式ホームページ：
https://jutaku-shoene2025.mlit.go.jp/

資産活用課では、補助事業を利用した断熱
サッシの改修やエコキュート、ハイブリッド
給湯器の取替などの相談を受け、工事の御見
積や施工業者の選定、施工の確認を支援して
おります。
気になっていたけど、どこに相談したら？
と悩まれていた方は、この機会に資産活用課
までご相談ください。

住宅省エネ2025キャンペーンのご案内

初盆に備えてLED照明設置！

浜松市天竜区佐久間町。慶長5年（西暦
1600年）開山、築187年の本堂を持つ明光寺
は、本年4月に蛍光灯計39灯をLEDに交換し
ました。地域の永続的な利用を前提とするお
寺にとって、リフォームのパートナー選定は
重要であり、今回、長期継続的な取引を期待
できるJA遠州中央 佐久間店を選定いただき、
工事完成まで至ることができました。明るく
便利な空間になることはもちろん、蛍光灯と
比較して電気代約50％、電球寿命は約6倍で
あり、省エネ向上もLED照明の魅力です。本
会はJA委任契約方式により、経済事業の一環
として工事供給を支援しております。

資産活用課からのお知らせ
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検索しずおか手しお屋

担当：営農総合対策部 流通開発課（TEL:054-284-9728）

※販売時期や価格は
　変更する場合があります

◀商品ページはこちら

ＪＡタウン しずおか「手しお屋」おすすめ商品のご紹介ＪＡタウン しずおか「手しお屋」おすすめ商品のご紹介
今月のおすすめ商品をご紹介します！今月のおすすめ商品をご紹介します！

静岡茶オススメ商品を紹介します。新茶の販売は6月末までの期間限定となります。静岡茶特集
JAふじ伊豆

JA静岡市 JAおおいがわ

JA掛川市

JA静岡経済連

JA遠州夢咲

JAハイナン

富士茶農業協同組合 JAしみず

｢ラブライブ！サンシャイン!!｣
緑茶ティーバッグ
[産地]静岡県沼津市
3g×15包入×2袋

こうふくろうずの
静岡本山茶ティーバッグ
[産地]静岡県静岡市
5g×20包入×2袋

本山新茶A100g缶
[産地]静岡県静岡市
100g

本山新茶B100g缶
[産地]静岡県静岡市
100g

愛鷹三種セット
[産地]静岡県沼津市
100g×3袋入

富士のお茶 和紅茶・
やぶ北茶ギフトセット
[産地]静岡県富士市
｢和紅茶｣4g×10包入＋
｢和紅茶｣40g×1袋＋
｢やぶ北茶｣3g×10包入

JAおおいがわ
緑茶ティーバッグ
[産地]静岡県藤枝市・島田市
（川根・金谷）・川根本町
3g×40包入×2袋

掛川茶 桜
ティーバッグ
[産地]静岡県掛川市
5g×20包入×2袋

静岡茶 揉一ひとえ
つゆひかりブレンド
ティーバッグ
[産地］静岡県
5g×10包入×2袋

はじめてのきくがわ茶
[産地]静岡県菊川市
4g×20包入×2袋

静岡牧之原茶
ティーバッグセット
[産地]静岡県牧之原
静岡牧之原茶「深」5g×
12包×1袋＋静岡牧之原茶
「望」5g×12包×1袋

幸せのお茶
まちこティーバッグ
[産地]静岡県静岡市清水区
3g×20包入×2袋

富士茶農協オリジナル
ギフトセット
[産地]静岡県富士市・富士宮市
100g×3袋入

JAおおいがわ
産地飲み比べセット
[産地]静岡県藤枝市・島田市
（川根・金谷）・川根本町
80g×3袋入

掛川深蒸し煎茶
やよい
[産地]静岡県掛川市
100g

静岡茶揉一ひとえ
山里セット
［産地］静岡県
70g×2袋

八十八夜限定新茶
[産地]静岡県菊川市
100g

新茶 静岡牧之原茶
ティーバッグセット
[産地]静岡県牧之原
静岡牧之原茶「深」5g×
12包×2袋＋静岡牧之原茶
「望」5g×12包×1袋

清水のこだわり
新茶セット
[産地]静岡県静岡市清水区
｢幸せのお茶 まちこ｣80g×1袋+
｢清水のお茶｣100g×1袋

JA遠州中央

天竜茶・森の茶
詰め合わせ
[産地]静岡県浜松市天竜区・
周智郡森町
「天竜茶」200g×1袋＋
「森のお茶」200g×1袋

なごみ（抹茶入り）
２個セット
[産地]静岡県袋井市・磐田市・
浜松市天竜区・周智郡森町
3g×15包入×2袋
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令和7年度
新入職員紹介

増
ま す だ

田 舜
し ゅ ん や

也

曽
そ ね

根 幹
み き と

人

くらし支援部
食糧課

営農総合対策部
茶業課

社会人として、常に学ぶ姿勢を
持ち、責任感を持って業務に励み、組織や
社会に貢献できる人材を目指します。

役立つ人材となれるよう、一つ
一つの業務を誠実に取り組んでまいります。
ご迷惑をおかけすると思いますが、ご指導
ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

抱 負

抱 負

清
し み ず

水菜
な な み

々美

杉
すぎやま

山 貴
た か と

士

畜産部
畜産バイオセンター

みかん園芸部
販売情報センター

社会人として、笑顔を忘れずに
周囲から信頼される存在になれるよう一生
懸命努力します。ご迷惑おかけすると思い
ますが、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願
いいたします。

社会人として、業務を一日でも
早く覚え、周りから信頼される存在になれ
るように日々の業務を熱心に取り組みたい
と思います。ご迷惑お掛けすると思います
が、よろしくお願いします。

抱 負

抱 負

伊
い と う

東 可
か ほ

萌

鈴
す ず き

木 隼
は ゆ ま

磨

畜産部
小笠食肉センター

みかん園芸部
販売情報センター

社会人としての自覚をしっかりと
持ち、組合員の方を支えることはもちろん事
務員として業務が円滑に進むように仕事を早
めに覚えていきます。まだまだ未熟ですが、ご
指導・ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

早く仕事を覚え、役立つ人材に
なり、組合員様の手助けができるように日々
努力してまいります。宜しくお願いいたしま
す。

抱 負

抱 負

秋
あ き や ま

山瑛
え り な

里菜
生産資材部
肥料農薬課

私は、報連相をしっかりできる
社会人になりたいです。わからないことが
あれば質問することが大切であると研修で
学んだので、自ら行動し精一杯頑張ります。

抱 負

小
こ ば や し

林 瑛
え い じ

司

松
ま つ い

井 優
ゆ う な

奈

生産資材部
農業機械課

企画管理部
企画管理課

静岡県の営農経済の要となる
役割を果たすため、自ら前向きに、全力で
業務に励んでいきます。ご迷惑をお掛けし
てしまう事もあるかと思いますが、ご指導
ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたします。

周りの人とのつながりや、感謝
の気持ちを忘れずに日々努力してまいりま
す。まだ至らぬ点は多くあるかと思います
が、ご指導のほどよろしくお願いいたします。

抱 負

抱 負

永
な が た

田優
ゆ り ね

里音

佐
さ と う

藤 未
み く

來

くらし支援部
生活葬祭課

総務部
総務課

社会人としての自覚を忘れず、
信頼される人材になりたいです。一日でも早
く仕事を覚えられるよう、努力し続けます。
ご迷惑をおかけすると思いますが、ご指導
のほどよろしくお願いいたします。

社会人となるので一つ一つのこ
とに責任を持ち、一日でも早く仕事を覚え
られるように頑張ります。ご指導のほどよ
ろしくお願いいたします。

抱 負

抱 負

伊
い と う

藤 蒼
そ う ま

馬
中東部支所
中部生産資材課

私は静岡経済連の職員として誇
りを持ち、いち早く１人前の職員となり、静
岡県農業の発展に貢献していきたいと思い
ます。ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い
いたします。

抱 負

望
も ち づ き

月 一
か ず と

杜
東部事業所
東部生産資材課

業務内外から経済連の職員で
あるという自覚を持ち、規律ある行動を心
掛けていきたいです。組合員、職員など多
くの方のご期待に応えられるよう邁進して
まいります。

抱 負

野
の ざ わ

澤祐
ゆ う た ろ う

太郎
西部支所
西部みかん園芸課

一日でも早く、生産者・職員の
方々にとって、必要とされる存在になれるよ
う精進して参ります。未熟者でありますので、
ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願いいた
します。

抱 負

Keizairen ┃  0910  ┃ Keizairen



JA静
岡
経
済
連
経
済
連
情
報

担当：生産資材部 農業機械課（TEL：054-622-3455）

毎
月
1
回
発
行
　
編
集
発
行
／
企
画
　
　
　
　
　
管
理
課
 〒
4
2
2
-8
6
2
0
　
静
岡
県
経
済
農
業
協
同
組
合
　
　
　
　
　
連
合
会
　
静
岡
県
静
岡
市
駿
河
区
曲
金
3
丁
目
8
番
1
号
 

TEＬ
.0
5
4（
2
8
4
）9
7
0
8
　
FA
X
.0
5
4（
2
8
4
）9
7
8
0
　
http://jashizuoka-keizairen.net　

E-m
ail:keizairen@

kei.ja-shizuoka.or.jp 


